
海風
日記

六
分
儀
は
天
体
と
水
平
線
の
角
度
を
測
る
航

海
計
器
で
、
円
を
六
分
割
し
た
円
弧
の
枠
を

持
っ
て
い
る
の
で
こ
の
名
が
付
い
て
い
ま
す
。
陸
地
の

見
え
な
い
外
洋
を
航
行
す
る
船
舶
で
は
、
航
海
士
が
六

分
儀
を
使
っ
て
船
位
を
測
定
し
て
い
ま
し
た
。
G
P
S

な
ど
の
位
置
情
報
技
術
の
発
達
と
普
及
に
よ
り
、

2
0
0
2
年
に
は
船
舶
設
備
規
程
が
改
正
さ
れ
法
定
船

用
品
か
ら
除
外
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
で
も
遠
洋
航
海

で
航
海
訓
練
を
行
う
練
習
船
で
は
、
六
分
儀
を
用
い
て

天
測
に
よ
る
船
位
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

製
造
元
の（
株
）玉
屋
商
店
（
現
、
タ
マ
ヤ
計
測
シ
ス
テ
ム

（
株
）・
東
京
都
品
川
区
）は
計
測
機
器
メ
ー
カ
ー
で
、
江
戸
時

代
初
期
に「
玉
屋
」の
屋
号
で
眼
鏡
販
売
を
手
掛
け
た
こ

と
に
始
ま
り
ま
す
。
東
京
天
文
台（
現
、
国
立
天
文
台
）か
ら

依
頼
を
受
け
て
1
9
1
3
年（
大
正
2
年
）に
製
作
し
た
日

本
初
の
天
文
観
測
機
器
の
開
発
技
術
を
基
に
、
当
時
は

海
外
か
ら
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
六
分
儀
の
国
産
化
に
着

手
し
ま
し
た
。
現
在
も
六
分
儀
を
含
む
航
海
計
器
を
製

造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

“ ”六分儀

■所在地：神奈川県横浜市中区海岸通3－9
■電話：045－211－1923
■�開館時間：午前10時～午後5時
（最終入館：午後4時30分）
■�休館日：月曜日（祝日の場合は翌平日）

問い合わせ

日本郵船歴史博物館

さまざまな記憶を包含した貴重な収蔵品が
日本郵船歴史博物館にあります。海風が日記を
めくるように積み重ねた歴史を紹介します

■�入館料：一般400円
シニア（65歳以上）・中高生250円
小学生以下無料
（NYKグループ社員と同伴者1人まで、社員証の掲示で入館無料）
■ウェブサイト：https://www.nyk.com/rekishi

『「大洋丸」夕食メニュー』
1935年7月13日（昭和10年）、縦30.6cm×横19.6cm
左の図柄は、一等航海士が六分儀を使って船位測定する様子

「氷川丸」で使用されていた六分儀
1943年（昭和18年）製作、
（株）玉屋商店製造、
半径16.2cm
日本郵船歴史博物館で常設展示


